
BioSonics 社製
底質判別・藻場探査ソナー「MX」



MX Aquatic Habitat Echosounder

調査ターゲット:

・水中植生評価（高さ、分布、密度）

・底質分類

・深浅測量

特徴：

・耐候性ケースに収納された船上局

・ポータブル（小型、軽量）

・D-GPS内蔵

・初めてでも直感的に扱える

ユーザーフレンドリーなソフトウェア

・CSV、KML （Google Earth）出力



MX Aquatic Habitat Echosounder

基本構成：

・船上局（収納ケース兼）

・200kHz,8°ビーム振動子

・内蔵D-GPS

・ソフトウェア

・マニュアル
※仕様の詳細はカタログをご参照ください。



水生植物分布・定量

（高さ、分布、定量）

モニタリング＆評価

漁業資源評価

（フィッシュカウント）

底質分類
（砂、泥、岩など）

MX Echosounder - Applications

+深浅測量



MX用ソフトウェア



エコーグラム

オシロスコープ

システム

ツールバー

MX Data Collection Software

（ビジュアルアクイジション）

・リアルタイムデータ収集
・プレイバック



MX Echosounder Post Processing Software

（ビジュアルハビタット）

・データ描画、解析
・ CSV、KML （Google Earth）
ファイル形式に変換・出力

エコーグラム

GoogleEarth出力



MX Echosounder Post Processing Software

茶色：ボトムライン

緑色：植生ライン

ソフトウェアが超音波の反射強度から
自動的にボトムラインと植生ライン
（植生の高さを）を判断。
ラインが間違っていた場合でも、
手動で簡単に修正可能。

底面からの反射

植生からの反射



MX Echosounder Post Processing Software

水中植生解析:

• 水中植生の高さ

• 分布調査（カバーエリア評価）

底質評価：

• 底質分類（タイプ1、2、3・・・ｎ）

• 分布調査

深浅測量：

• ボトム形状

• 水深計測



水中植生の高さと密度の求め方の概念

0   0  0  0   0  0   10  10 15 25   50 55  45  50  50  0  35  25  0  0    実際の植生の高さ (cm)

(4/10) ×100 = 40 %                  (7/10) ×100 = 70 % 密度 (%)
(10+10+15+25) / 4 = 15 ㎝ (50+55+45+50+50+30+25) / 7 = 44cm   植生の平均 (cm)
(DGPS (1)+ (DGPS (2)) / 2             (DGPS (2)+ (DGPS (3)) / 2                   計測位置



MX Echosounder Post Processing Software

CSV形式 - 全項目データ出力例



MX Echosounder Post Processing Software

KML形式 - 植生高さデータ出力例



MX Echosounder Post Processing Software

KML形式 - 深浅測量データ出力例



MX Echosounder Post Processing Software

KML形式 - 植生分布（密度）データ出力例


